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総会報告，他

〔表紙写真〕ホソバウキミクリ（長野県，1992年 8 月）

前号に引き続き、今回もミクリの仲間になった。夏に信州旅行をしたとき、何気なく立 

ち寄った場所で思いがけなく見つけたホソバウキミクリ。花の盛りに興奮して、持ってい 

た2 台のカメラのフイルムを全部使ってしまった。浮葉性のミクリ属は高山の池にあるの 

が普通で、開花と巡り合わせる機会は案外少ない。そのため種の同定もままならず、分類 

学的研究も十分に進んでいない。Cook & N icholls(1986 ,1987)のモノグラフによれば日 

本には3 ~ 4 種の浮葉性ミクリ属が産することになっている。今、 この結果を検討してい 

るところである。 （写真と文角野康郎）


